




















































































性別 男性 / 女性 2 / 14 1 / 5 n.s.
年齢 歳 78.3 ± 6.6 75.3 ± 5.0 n.s.
BMI kg/m2 22.6 ± 4.2 26.1 ± 3.6 n.s.
体脂肪率 ％ 34.5 ± 5.4 35.6 ± 4.6 n.s.
内臓脂肪レベル 7.9 ± 5.9 11.8 ± 6.3 n.s.
握力(左右平均) kg 19.9 ± 7.2 23.8 ± 6.8 n.s.
収縮期血圧 mmHg 139.8 ± 16.1 137.5 ± 24.4 n.s.
拡張期血圧 mmHg 80.3 ± 10.2 73.0 ± 17.7 n.s.
mean±SD
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BDHQの結果
BDHQの結果は、回答をもとにBMIと13種類の栄養素摂
取量について日本人の食事摂取基準を用いて青・黄・赤信
号で示している。各信号の意味は下記の通りである。結果
をもとに、希望者のみ食事アドバイスを添付し郵送した。
今回は23名から回答を得ており、結果のうち特に注意し
たい栄養素についてグラフに示した。
●青信号：現在のままの食事を続けることをおすすめ
します。
●黄信号：他の項目とのバランスを考えながら、少し
気を付けてください。
●赤信号：この項目を中心にした食習慣の改善を目指
してください。
http://www.ebnjapan.org/sitsumon/pdf/result/sample_201306_signal.pdf
　復興住宅においては、対象者の50％がやせ（BMI<21.5）であり、19％が肥満（BMI≧25）であった。このことから、
今回の対象では低栄養予防が重要であるとともに、一部の対象においてはBMI高値に対しての支援も必要であると考えられる。
　仮設住宅においては、やせの者は存在せず、67％が肥満（BMI≧25）であった。また、内臓脂肪レベル高値であり、平
均が10を超えていた。BDHQにおいて、仮設住宅では脂質・炭水化物摂取量が多く、食物繊維摂取量が少ない結果となっ
ており、これらの関連の可能性が考えられる。
　今回は身体活動量を調査していないため、今後は身体活動状況を考慮することが必要である。
　食塩摂取量に関して、復興住宅・仮設住宅のどちらにおいてもすべての対象が過剰及びやや過剰であるという結果になっ
た。BDHQの結果から、味噌汁や漬け物の摂取頻度が高いことが明らかになったため、その点のアドバイスを行った。
 　（八田　一）
